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・読解英語初級I、II
・読解英語中級I、II
・実践英語初級I、II
・上級英語I、II
・基礎演習I、II
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日本英語学会、日本語用論学会、日本言語学会、関西言語学会、英語語法文法学会、
International Pragmatics Association、the European Society for Philosophy and Psychology

トートロジー発話解釈プロセスに関する認知語用論的研究

・英語多読指導：授業外の課題として、「やさしい本をたくさん読む」多読指導を行った。この指導
法は、各学習者のレベルに応じた英文に触れる機会を増やすことができ、主体的な英語学習の
きっかけとなりうる。2019年12月に、本学図書館で「多読のススメ」という多読セミナーを行った。今
年度の授業（読解英語中級I、II）を受講した学生によるBook Review（書評）については、次年度図
書館にて展示予定である。
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博士（文学）

英語学、言語学（特に、語用論）

最終学歴

　【研究上の特記事項】

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

図書館委員、学生相談委員、国際交流委員

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・英語 II
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本稿は、科学研究費（若手研究（Ｂ））助
成事業による、平成27～30年度の研究
（研究課題名：「トートロジー発話の理解
と産出に関する総合的研究」, ＜課題
番号：15K16753＞）成果の概要をまと
めたものである。
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単著､
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の別

概　　　　　　　要

2020年3月

本稿では、Horn (1972)によって導入さ
れた「尺度含意（scalar implicature）」と
いう言語現象を説明する、Neo-Grice派
のアプローチ、関連性理論のアプロー
チ、文法的アプローチという3つのアプ
ローチの基本的な考え方を概観した。
そして、主に関連性理論（Sperber and
Wilson (1995)）の観点から、他のアプ
ローチの問題点を指摘し、今後解決す
べき点について議論した。

『奈良英語学談話会論
集』19-30、奈良英語
学談話会．

2019年10月

『総合研究所所報』第
28号 7, 奈良大学総合

研究所.


